事務連絡
平成23年1月28日
　各市町村後期高齢者医療

　　　担当者　様

確定申告に係る療養費等の医療費情報の提供について
　いつもお世話になっております。
　年も明け、確定申告の時期がやってまいりましたが、今後、みだしのことについて、被保険者から問い合わせがあった際には、下記のとおり対応お願いいたします。
記
１．被保険者より、申告に係る療養費等の医療費情報についての問い合わせがある際は、本人通帳等による確認でも証明可能である旨をお伝えください。但し、医療費通知は医療費控除を受ける領収書の代わりとしては、利用できません。下記の「国税庁HP　確定申告Q&A　Q1」参照。
２．上記の通帳のような証明できる書類がなく、本人が希望する場合については、別紙の療養費支払確認表にデータを入力し、被保険者へ交付してください。平成22年中の被保険者の高額療養費・療養費の支給データについては、Ｄドライブで1月31日（月）に送信いたしますので、そちらより支給金額をご確認の上、交付してください。
なお、療養費確認表交付リストも併せて送付いたしますので、交付した際にはリストに記載して市町村で管理してください。
※　介護合算療養費の支給データについては、現在、抽出システムを構築中ですので、介護合算療養費の支給情報は、標準システムの給付状況照会の画面にて確認をお願いします。後日、構築後に支給データをDフォルダで配信しますので、追ってメール・FAXにて連絡します。
○国税庁HP　確定申告Q&A

http://www.nta.go.jp/taxanswer/shotoku/1120_qa.htm#q1
· 今回提供する高額療養費・療養費の支給データは、平成22年中に発生している分の支給データを提供していますが、申告時の医療費控除については、本人の支払った医療費を月単位で計算するため、実際の申告の際には、平成22年1月分から12月分までの医療費で今後発生するであろう高額療養費、高額介護合算療養費の受領見込分は医療費控除の対象から差し引かれるか、または後日、支給確定後に追加で申告することになります。その他詳細については、申告時に担当職員より説明を受けてもらうようにしてください。

「国税庁HP　確定申告Q&A　Q2」参照
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